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受益者のみなさまへ 
平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上

げます。 
さて、お手持ちの「あおぞら・日本株式フォー

カス戦略ファンド “愛称 しゅういつ”」は、
去る９月10日に第19期の決算を行いましたの
で、法令に基づいて運用状況をまとめてご報告
申し上げます。 
今後とも引き続きお引き立て賜りますよう

お願い申し上げます。 

 

■本ファンドの仕組みは次の通りです。 
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 

信 託 期 間 原則として無期限 

運 用 方 針 
主として、厳選したわが国の株式に集中投資を
行うことで、長期的な信託財産の成長を図るこ
とを目的として運用を行います。 

主要投資 
対 象 

ベ ビ ー
ファンド 

あおぞら・日本株式集中投資戦略マザーファン
ド受益証券を主要投資対象とします。なお、株
式等に直接投資する場合があります。 

マ ザ ー
ファンド 

わが国の金融証券取引所に上場（これに準ずる
ものを含みます。）している株式を主要投資対象
とします。 

運用方法 

ベ ビ ー
ファンド 

①マザーファンド受益証券への投資を通じて、
ファンダメンタル・ボトムアップ・リサーチ
により厳選したわが国の株式に集中投資を行
います。 

②マザーファンド受益証券の組入比率は原則と
して高位を保ちます。 

③株式以外の資産（マザーファンド受益証券と
通じて投資する場合は、当該マザーファンド
の信託財産に属する株式以外の資産のうち、
この投資信託の信託財産に属するとみなした
部分を含みます。）への投資は、原則として信
託財産総額の50％以下とします。 

マ ザ ー
ファンド 

①ファンダメンタル・ボトムアップ・リサーチ
により厳選したわが国の株式に集中投資を行
います。 

②株式の組入比率は原則として高位を保ちます。 
③運用の指図に関する権限をアリアンツ・グ

ローバル・インベスターズ・ジャパン株式会
社に委託します。 

④株式以外の資産への投資は、原則として信託
財産総額の50％以下とします。 

分 配 方 針 

分配対象額の範囲は、経費控除後の繰越分を含
めた利子・配当等収益および売買益（評価益を
含みます。）等の全額とし、収益分配金額は、委
託会社が基準価額水準、市場動向等を勘案して
決定します。ただし、分配対象額が少額等の場
合は分配を行わない場合があります。 
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あおぞら・日本株式フォーカス戦略ファンド 愛称しゅういつ 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 JPX日経インデックス400 

株   式 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(参考指標) 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ 百万円 

15期(2022年９月12日) 13,560 100 10.5 17,868.89 8.4 95.7 1,351 

16期(2023年３月10日) 13,432 100 △ 0.2 18,306.09 2.4 95.7 1,343 

17期(2023年９月11日) 15,850 100 18.7 21,309.53 16.4 94.9 1,431 

18期(2024年３月11日) 17,500 100 11.0 24,112.48 13.2 95.2 1,521 

19期(2024年９月10日) 17,971 100 3.3 23,577.21 △ 2.2 95.8 1,618 
 

（注１） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注２） 本ファンドは親投資信託を組み入れますので、株式組入比率は実質組入比率を記載しています。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 J P X 日 経 イ ン デ ッ ク ス 4 0 0 株   式 

組 入 比 率  騰 落 率 ( 参 考 指 標 ) 騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ 

2024年３月11日 17,500 － 24,112.48 － 95.2 

３月末 18,550 6.0 25,047.25 3.9 97.2 

４月末 18,741 7.1 24,932.44 3.4 96.1 

５月末 19,134 9.3 25,286.82 4.9 97.6 

６月末 19,867 13.5 25,684.60 6.5 96.2 

７月末 19,954 14.0 25,602.63 6.2 95.0 

８月末 19,157 9.5 24,868.22 3.1 96.3 

(期  末)      

2024年９月10日 18,071 3.3 23,577.21 △2.2 95.8 
 

（注１） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

（注２） 本ファンドは親投資信託を組み入れますので、株式組入比率は実質組入比率を記載しています。 

 
＜参考指標について＞ 

○JPX日経インデックス400 

・「JPX日経インデックス400」は、株式会社ＪＰＸ総研（以下、「ＪＰＸ総研」という。）と株式会社日本経済新聞社（以下、「日経」という。）

とによって独自に開発された手法によって、算出される著作物であり、ＪＰＸ総研と日経は、「JPX日経インデックス400」自体及び「JPX日

経インデックス400」を算定する手法に対して、著作権その他一切の知的財産権を有している。 

・「JPX日経インデックス400」を示す標章に関する商標権その他の知的財産権は、すべてＪＰＸ総研、株式会社日本取引所グループ及び日

経に帰属している。 

・ＪＰＸ総研と日経は、「JPX日経インデックス400」を継続的に公表する義務を負うものではなく、公表の誤謬、遅延又は中断に関して、責

任を負わない。 

・ＪＰＸ総研と日経は、「JPX日経インデックス400」の計算方法など、その内容を変える権利及び公表を停止する権利を有している。 
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○運用経過 （2024年３月12日～2024年９月10日) 

期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注１） 分配金再投資基準価額は、収益分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパ

フォーマンスを示すものです。 

（注２） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異

なります。従って、各個人のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注３） 分配金再投資基準価額は、期首（2024年３月11日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注４） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

基準価額の主な変動要因 
本ファンドの基準価額は、当期末において17,971円となり、当期のリターンは3.3％（信託報酬控除後、分

配金再投資ベース）の上昇となりました。 

パフォーマンスへのプラス寄与が大きかった個別銘柄は、日立製作所（電気機器）、伊藤忠商事（卸売業）、

花王（化学）でした。一方、マイナス影響が大きかった銘柄は、東京エレクトロン（電気機器）、ＳＭＣ（機

械）でした。 

 

  



品 名：90146_110001_019_03_あおぞら・日本株式フォーカス戦略ファンド_1029616.docx 

日 時：2024/10/15 9:09:00 

ページ：3 

 

－ 3 － 

あおぞら・日本株式フォーカス戦略ファンド 愛称しゅういつ 

投資環境 
当期の国内株式市場は、期末にかけて変動の大きい動きとなりましたが、期を通じては小幅に下落しまし

た。期初から７月中旬にかけては、国内企業の積極的な株主還元や株式持ち合い解消などのコーポレートガバ

ナンス（企業統治）の進展、米テクノロジー株高などがプラスとなり、国内株式市場は堅調に推移しました。

しかし、８月上旬は、日銀の利上げや植田総裁のタカ派的な発言、米雇用統計の悪化を受けて急速に円高が進

行する中、株式市場は歴史的な大幅下落となりました。しかしその後は、市場予想を上回る米経済指標や、内

田日銀副総裁のハト派的な発言、為替市場の落ち着きなどから、国内株式市場は大きく反発し、期を通じては

小幅下落となりました。 

そうした中、７月までの国内長期金利上昇基調などを受けた保険業や、ディフェンシブな医薬品などのセク

ターがアウトパフォーム（参考指標を相対的に上回ること）しました。一方、円高の進行が重石となった輸送

用機器が大きくアンダーパフォーム（参考指標を相対的に下回ること）したほか、鉄鋼などのセクターがアン

ダーパフォームしました。 

その結果、本ファンドの参考指標であるJPX日経インデックス400は、当期間において2.2％の下落となりま

した。 

 

本ファンドのポートフォリオ 
＜本ファンド＞ 

運用方針に従い、「あおぞら・日本株式集中投資戦略マザーファンド」受益証券を主要投資対象として運用

を行いました。当期における本ファンドのリターンは3.3％の上昇となり、参考指標であるJPX日経インデック

ス400を上回りました。 

 

＜マザーファンド＞ 

マザーファンドでは、中長期的な企業収益の成長性や株主還元に対する姿勢に着目し、本源的価値に比べて

割安であると判断される15～18銘柄程度の株式を厳選して投資を行ってきましたが、特に銘柄選択が参考指

標対比での相対パフォーマンスにプラスに影響しました。パフォーマンスへのプラス寄与が大きかった銘柄

は、日立製作所、伊藤忠商事、花王でした。一方、マイナス影響が大きかった銘柄は東京エレクトロン、ＳＭＣ

でした。 

 

日立製作所は、市場予想を上回る良好な業績が続いたことから、株価が大幅上昇しました。伊藤忠商事は、

堅調な業績動向や株主還元策の拡大などが評価され、株価が堅調に推移しました。花王は、構造改革による収

益改善期待に加え、アクティビスト（物言う株主）による企業価値向上キャンペーンなどが好感され、株価が

上昇しました。 

 

一方、東京エレクトロンは、米国による半導体の中国への輸出規制強化のニュースなどから、株価が大幅下

落しました。輸出規制が業績に与える影響を懸念し、全売却しました。ＳＭＣは、市場予想を下回る業績や中

国景気への懸念などから、株価が大幅下落しました。中国からの需要鈍化が今後も懸念されることから、全売

却しました。 
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本ファンドのベンチマークとの差異 
本ファンドは運用の目標となるベンチマークを

設けておりません。右記のグラフは、本ファンドの

基準価額と参考指標の騰落率の対比です。 

当期の本ファンドの騰落率は3.3％となり、参考

指標の騰落率である△2.2％を上回りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分配金 
本ファンドの収益分配方針に従い、第19期の分配金（１万口当たり、税引前）は以下の通りといたしました。

留保益の運用については、委託会社の判断に基づき、元本部分と同一の運用を行います。 

 

分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第19期 

2024年３月12日～ 
2024年９月10日 

当期分配金 100  

(対基準価額比率) 0.553％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 100  

翌期繰越分配対象額 7,971  
 

（注１） 対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注２） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切り捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 
  

当期の基準価額と参考指標の対比（騰落率） 
 

  
（注１） 基準価額の騰落率は収益分配金（税引前）を分配時に再投資

したものとみなして計算したものです。 

（注２） 参考指標は、JPX日経インデックス400です。 
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今後の運用方針 
＜本ファンド＞ 

今後も当初の運用方針に従い、「あおぞら・日本株式集中投資戦略マザーファンド」受益証券を主要投資対

象として運用を行います。 

 

＜マザーファンド＞ 

８月に株式市場は乱高下しましたが、国内株式市場のファンダメンタルズに大きな変化はなく、今後は回復

基調に向かうと考えています。引き続き日本株に関しては相対的に優位なパフォーマンスを想定しており、適

度な円高は日本経済と株式市場への追い風となると考えています。円安が落ち着いたことで輸入価格の低下

が見受けられ、同時に賃上げが実施されているため、実質可処分所得は６月に２年３ヵ月ぶりのプラスとなり

ました。このことから個人消費の回復が期待できると考えています。 

現在の国内株式市場は大きな転換点にあると認識しています。第１に、デフレからインフレへの移行です。

現金の保有（企業であれば内部留保）はデフレ下では合理的といえましたが、インフレ下では確実に損をする

投資に一変してしまうため、インフレへの対応策が投資需要を喚起するものと考えます。第２に、賃金上昇期

待と生産性の改善です。長引く人手不足のため、賃金を上げないと優秀な人材を採用できない状況にありま

す。労働者の賃金上昇期待が高まれば個人消費の回復が期待できる一方、企業から見ると人件費の上昇となる

ため、業務効率化のためのDX（デジタルトランスフォーメーション）投資が急務となり、社会全体の効率化へ

とつながるものと考えます。そして第３に、企業の資本コストの認識です。東京証券取引所のガバナンス改革

だけでなく、機関投資家とのエンゲージメント議論を通して、資本コストを上回る収益率を達成することが企

業価値上昇において必須であることの認識が広がっています。 

引き続き、株式市場全体の動きに関わらず、個別企業の稼ぐ力に着目した運用を継続する方針です。賃上げ

期待による需要牽引型のインフレと、DX投資やAI（人工知能）の実装による業務効率化投資、そして東京証券

取引所が主導するガバナンス改革といった国内企業の構造改革に期待する海外投資家の買い意欲は継続する

と思われます。また、こうした経営努力を継続する企業が持続的な収益性の改善を可能なものとできると考え

ており、長期的時間軸で投下資本収益率を引き上げていく経営施策に着目し、銘柄選択を継続する方針です。 
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○１万口当たりの費用明細 (2024年３月12日～2024年９月10日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 163  0.847  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (106)  (0.552)     委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 53)  (0.276)     運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報 
   提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  4)  (0.019)     運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 9   0.045   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  9)  (0.045)   

（c） そ の 他 費 用 14   0.072   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  4)  (0.021)     監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 10)  (0.050)     目論見書等の法定書類の作成・印刷・届出および交付に係る費用ならびに 
   ファンドの計理業務およびこれらに付随する業務に係る費用 

 合 計 186   0.964    

期中の平均基準価額は、19,233円です。  

 
（注１） 期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果

です。 

（注２） 各項目毎に円未満は四捨五入してあります。 

（注３） 「比率」欄は「１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項

目ごとに小数点第３位未満は四捨五入しており、合計が一致しない場合があります。 

（注４） 売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、本ファンドに対応するもの

を含みます。 
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あおぞら・日本株式フォーカス戦略ファンド 愛称しゅういつ 

（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.83％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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あおぞら・日本株式フォーカス戦略ファンド 愛称しゅういつ 

○売買及び取引の状況 (2024年３月12日～2024年９月10日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
あおぞら・日本株式集中投資戦略マザーファンド 80,399 216,904 67,820 183,687 

 
（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2024年３月12日～2024年９月10日) 

 

項 目 
当 期 

あおぞら・日本株式集中投資戦略マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 1,332,398千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 2,373,473千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.56   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均です。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2024年３月12日～2024年９月10日) 

 

 当期中における利害関係人との取引はありません。 
 

 

 当期中における売買委託手数料の支払いはありません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第二種金融商品取引業を兼業している委託会社の自己取引状況 (2024年３月12日～2024年９月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○委託会社による自社が設定する投資信託の受益証券の自己取引状況 (2024年３月12日～2024年９月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 
  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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あおぞら・日本株式フォーカス戦略ファンド 愛称しゅういつ 

○組入資産の明細 (2024年９月10日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

あおぞら・日本株式集中投資戦略マザーファンド 602,576 615,156 1,618,968 
 
（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○投資信託財産の構成 (2024年９月10日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

あおぞら・日本株式集中投資戦略マザーファンド 1,618,968 98.5 

コール・ローン等、その他 24,807 1.5 

投資信託財産総額 1,643,775 100.0 
 
（注） 評価額の単位未満は切り捨て。 

 

  

親投資信託残高 
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あおぞら・日本株式フォーカス戦略ファンド 愛称しゅういつ 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2024年９月10日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 1,643,775,558   

 あおぞら・日本株式集中投資戦略マザーファンド(評価額) 1,618,968,045   

 未収入金 24,807,513   

(B) 負債 24,807,513   

 未払収益分配金 9,008,732   

 未払解約金 571,326   

 未払信託報酬 14,017,905   

 その他未払費用 1,209,550   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,618,968,045   

 元本 900,873,248   

 次期繰越損益金 718,094,797   

(D) 受益権総口数 900,873,248口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 17,971円 
 

（注１） 期首元本額869,273,168円、期中追加設定元本額116,554,625

円、期中一部解約元本額84,954,545円。 

（注２） １口当たり純資産額は、1.7971円です。 

 

※本運用報告書作成時点において、本計算期間に係るファンド監査

は終了しておりません。 
 

○損益の状況 (2024年３月12日～2024年９月10日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 有価証券売買損益 54,123,460   

 売買益 66,356,908   

 売買損 △ 12,233,448   

(B) 信託報酬等 △ 15,227,455   

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) 38,896,005   

(D) 前期繰越損益金 455,569,815   

(E) 追加信託差損益金 232,637,709   

 (配当等相当額) (  220,123,075)  

 (売買損益相当額) (   12,514,634)  

(F) 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) 727,103,529   

(G) 収益分配金 △  9,008,732   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) 718,094,797   

 追加信託差損益金 223,628,977   

 (配当等相当額) (  220,382,180)  

 (売買損益相当額) (    3,246,797)  

 分配準備積立金 494,465,820   
 

（注１） 損益の状況の中で(A)有価証券売買損益は期末の評価換えに

よるものを含みます。 

（注２） 損益の状況の中で(B)信託報酬等には信託報酬に対する消費

税等相当額を含めて表示しています。 

（注３） 損益の状況の中で(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の

追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差

額分をいいます。 

（注４） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（10,744,318

円）、費用控除後の有価証券等損益額（28,151,687円）、信託約

款に規定する収益調整金（232,637,709円）および分配準備積

立金（455,569,815円）より分配対象収益は727,103,529円

（10,000口当たり8,071円）であり、うち9,008,732円（10,000

口当たり100円）を分配金額としております。 

（注５） 親投資信託の信託財産の運用の指図に係る権限の全部又は

一部を委託するために要した費用のうち、2024年３月12日～

2024年９月10日の期間に本ファンドが負担した費用は、

4,566,109円です。 
 

 

○分配金のお知らせ  

 第19期 

１万口当たり分配金（税込み） 100円 
 

（注１） 分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合 

分配金は全額普通分配金となります。 

（注２） 分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合 

分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

（注３） 分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合 

分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 
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あおぞら・日本株式フォーカス戦略ファンド 愛称しゅういつ 

○（参考情報）親投資信託の組入資産の明細 (2024年９月10日現在) 

＜あおぞら・日本株式集中投資戦略マザーファンド＞ 
 下記は、あおぞら・日本株式集中投資戦略マザーファンド全体(876,309千口)の内容です。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

食料品（6.8％）    

コカ・コーラ ボトラーズジャパンホールデ 30.8 68.7 150,624 

化学（22.3％）    

レゾナック・ホールディングス 38 45.4 139,832 

信越化学工業 28 33.7 187,810 

花王 － 23.6 165,601 

医薬品（6.5％）    

第一三共 27.3 27.3 144,007 

機械（3.0％）    

旭ダイヤモンド工業 75.6 － － 

ＳＭＣ 1.1 － － 

ダイフク － 26.1 66,750 

電気機器（17.4％）    

ミネベアミツミ － 30.3 79,870 

日立製作所 13.7 61.3 202,290 

ルネサスエレクトロニクス 28.4 － － 

アドバンテスト 7.1 17.2 101,462 

東京エレクトロン 4.3 － － 
 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

輸送用機器（7.6％）    

スズキ 30 110 168,245 

卸売業（8.0％）    

伊藤忠商事 31.5 23.4 177,184 

小売業（6.7％）    

パン・パシフィック・インターナショナルホ 47.5 39.7 148,358 

銀行業（8.7％）    

コンコルディア・フィナンシャルグループ 274.9 241.9 192,189 

保険業（4.0％）    

東京海上ホールディングス 28.9 17 86,870 

サービス業（9.0％）    

シグマクシス・ホールディングス 13.5 67.3 100,277 

大栄環境 32.1 31.5 98,595 

合 計 
株 数 ・ 金 額 712 864 2,209,970 

銘柄数＜比率＞ 17 16 ＜95.8％＞ 
 

（注１） 銘柄欄の( )内は、国内株式の評価総額に対する各業種の

比率。 

（注２） 評価額欄の< >内は、このファンドが組み入れている親投資

信託の純資産総額に対する評価額の比率。 

（注３） 評価額の単位未満は切り捨て。 

（注４） －印は組み入れなし。 
 

 

国内株式 
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